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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転移細胞、特に乳腺癌細胞株で発現する遺伝子のスクリーニングで同定されたタンパク質をコードしています。この遺伝子の発現は、少なくとも2種類の癌の転移能と相関していますが、多くの正常組織でも発現しています。転移におけるこの遺伝子の役割は不明です。当初はヌクレオソームリモデリング脱アセチル化酵素複合体NuRDの70kD成分であると考えられていましたが、この成分は異なるが非常に類似したタンパク質である可能性が高いです。しかし、これら2つのタンパク質は非常に密接に関連しているため、同じ種類のドメインを共有しています。これらのドメインには、2つのDNA結合ドメイン、二量体化ドメイン、およびDNAをメチル化するタンパク質によく見られるドメインが含まれます。この遺伝子産物のプロファイルと活性は、この遺伝子が転写の制御に関与し、クロマチンリモデリングによって転写が制御されている可能性を示唆しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写産物バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2011年2月]
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	MTA1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

